
緒言

富士出北麓lこ於げるからまっ腐

心病ド闘する調査

野 馨

1947年8月富士山北麓のからまっ生長量調査を行った際、かいあんたけに起因するからまつ腐

心病に依る風倒風折木が意外に多く見受けられ、当時の調査く山第廊杭業試験場報告第2蹴〉で

は本病による被害転倒木がha当り平均50本位見られた。

現在富士山北麓の恩賜鯨有林富士事業区内には約3，000町歩のからまっ造林地があるが、 との

全面vc亘って本菌の侵入による被告が認められ、からまつの造林に一大支障を来しその被害はぼ

く大な額にのぼると推定されるので、これが調査を行はんとし、昨年農林省杭業試験場の今関保

護部長、青島技官に連絡し本病の伝搭経路調査について種々右益なる指針を仰ぎ被害状況の調査

を行ったのでままに取まとめて報告する。

本試験施行に当つては特に農耕省林業献験場保護部と緊密なる連絡をとり今後本試験を躍領し

て行く課定である白

米だ調査箇所も少く断定的t工事は云へないが本訴査が幾分でもからまっ造林上、叉~病理防対

策の参考となれば幸甚である。

設に懇篤なる御指導御助言を賜りたる今関保護首長、青島技官、並に実験に当わ種々争nfl?濯を

仰ぎたる八代技師、叉本調査に留力せられたる場員各位K対Lm:甚なる翻意;を表する次第であ

る。

本病に関する既往の'5t献

コド病に就ては本邦に於ては、明治37年白沢博士が長野臨践間~lJ麓国有からまっ材?と於てその被

害か甚大であった事を公表し、その中に都/筈木の状況、被害の~.図、際杭侵入の経路にりいて記

載されたが、其の後大正15年北島醇士く昭和3年〉によりA;病々原菌がかいめんたけくPolγporus

schweInitzii Fr.)である事を決定され、其の形態、に関する許献なる配置2を公表されたロ叉逸見
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博士〈昭和3年〉は本菌が近畿‘中間、九州、lに宣って、あかまっE くろまつ、ひめとまっの如き

松類に被告を及ぼす実際状況並に形態に関して記述せられた。本菌の寄生を受ける~邦の針葉樹

はえぞまつ、と公、まつ、からまっ、ひめとまっ、あかまっ、くろまつ等で分布は北海道、関東、

近畿、中国、九州方面に冨ると去はれている。富士山北麓に於ては、からまつがその被害激甚に

して、あかまつにも点々と本菌に依る被害が見られた。此の外船津登山道こ合目附近に於て、し

らベの根際部に本菌の子実体発生せるものを採取した白

本病に依る被害木の状況並に結実体

本病に依る被害木は前述せる文献によると、多くは樹冠の発育震へ技葉の着生疎となり奨は淡

賞色を呈し樹幹多少偏i奇するとあるが、これは相当腐朽の進行せるものについて云はれたものと

，思惟される。昨年精進登山道二合目附近のからまっ一斉林内の立木(平均直径25cm、平均樹高

17m)について本菌侵入せると思はれるからまつに生長錐を用ひて穿抗し調査せるに10本中3本

のみ本菌により腐朽せるもので他は健全木であった。これより考察するに腐朽木と健全木の差は

外観的には殆ど区別する事は不可能であると思はれる4 又打診法による健、;rp~の判別も相当部練

を要し!腐朽極度に進行せるものにつし Bては容易に半Ij別し得るも腐朽初期のものについては全く不

可能であるo腐朽初期の部分は健全心材部に比し君主色の度強く、腐朽進行するに従ひ寵裂性掲色

朽を且し院:~~J となり指間にて容易に粉砕し得る程度となわ縦棋の軽裂を生ずるロ本菌結実体につ

いては高士 111践では標高gOOml~付近より 1 ，ßOOm 附近態発生しているのが見られ7月上旬唄より 8月

上旬にかけて腐;j:5伐根上、風倒木の裂目、或は腐朽木間近の蕗枝上に発生している。子突体の菌

傘表面は偲色又は昔、按J色を旦'L軟毛を密生して凹凸多く;jiE.槌で不鮮明なる間心諜紋を有し、裏面

は若き時は黄桜色なるも老成するときは芳揖色に変化する。信実験室内に於て昭和25年2月24目、

カラマツノコギリ宿;l:M益基にだl韮せるものを室内に放置せるに昭和初年7月3日瓶口より子実体苑

生せるを認めた。

調査地

恩肱1鯨有材:富士事業区内の 12耕;班そ4 小泊.内、 12材、班ゐ !J~.組内、 20材班い小組内、及び 6 材班

へ小班内 (3箇所〉の伐採跡地で第 1図K示す通りである口
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第 1図 カイメ γtlに依るカラマヲ腐lむ病調子空位置図

護

調査地の概況

調査地の概況は第1器及び錦2喪に訴す如くである。

第 1哀調査地の概侃〈其のー〉
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第 2接調査地の概況〈共のこコ

調査地 I樹 副i首栽年度I伐採年度I樹2令|樹高i札直径I 下木草木類 1 

-つ 3ミ

そ124林小班班 小草濯木木;;わしれも

しよ お
んそ じ

、さうあ、うかかねは や、ら等かま

認盟カラマヅ大E昨昭和24年初 141'20 大体上に同じアカマヲ

一一一一一一一一一一一一 .なけぜ

いほたの 、ややびき し、ら、いぬこり な、 し
つりばたな、らへ のほらずくう、
Lなじ、 の 、こつ ば
き し、ざくりこみ

草木;いたあどしり、 きさぼり。けん、しも
たり づか、 Tらさζち、

20、小林班郎 れ、のざまうみ、のいばな 、よ

L をもか 、か」きくく・ゃ、もらうぞ 、ふ
つばやゃ、 、う、あでをけしζら、 をはだきま

、ひばよされどこりはな、 つだるるぷいう品 あど
おほ 、たかとfうこ 、こ かそら
、さ 、ほ くろ、
いちくうご、だくまさばたん、 なつのたばむε
さ 、まいづるさう、ち託けざし、
ナこうひれん等

一一 一

6へ林小班fJ!f 

カラマヲ フ々W3，4， 31 12 19 下木としてばやまはんのき下らみづき、しらカ5，6生。昭和26年
ヤマハヅ 33 14 24 

、まめざく

ノキ

511J昭和8年I 1 33 113 I 21 I 
一

以上各調査地区共、常風は春震は南東の夙で秋冬にかけては北西の風であるD 気節風の変る春

秋の期には風が相当強〈、降水量は1.600mm程度で8乃至10月の降水量が年間の約50%を占めて

いる。

本病に依るからまっ被害状況調査

調査方法

伐根調査により木病の伝播状況を摂査せんが為、一定区域内のからまつ佼根を調査し、その相

互関係位胃図を作段、各政根留に直径、年i論(腎:朽甚しきものは調査不自由、腐朽の程度、腐朽

伐根と健全木氏1@:との関{手付置を明示し、その結果により集団状或は叉散状に発生せるかを訳査

した。
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調査結果

被害木並に健全木の木数分布状況は第3表〈第E図〉の如くであるが、夫々伐根の相互関係位

置図と照合し其の内容を検討してみるにも 12材班そ4小班内に於ける調査地は第TII図(調査地内

の一部〉に示す如で、からまっー宵林内の情状皆伐せる筒所で、地形の変化はあまりなく肢!~i木

の発生状況は集団状或は散状に発生している。

第 3表 12林班そ4小班内調査地

1 
1 

2 5 4 8 
254  8 
3 5 4 8 

1 2 311  
12  3 1 1 
1 2 311  

27 
27 
28 

12林班ゐ小班内調査地
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|アカマラF
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1-1-，..1 'ν1小計I 11  54  4 1 

"JI e:. Iア戸プ';/1
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謹長画盈ムー」-1-E1「 IL7
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干
i
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451 

12林班ゐ小知i刊に於ける調査地は或IV図く調査地内の一部〉の如く、あかまっ林とからまつ材、

が相隣接して成立している箇所で、からまつ耕地は一宮L凹地になっている関係もあるが被害館甚

であるに反し、あかまつの方には一本も本病による被害を認めなかった。

20林班い小盟内調査地
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20林班い小班内調査地はあかまっとからま

つが約1釘2の割合のi宣Y書林でも地形は一部四 第E図直径と腐朽木本数との関係

地があり他は緩傾斜地で被害木は凹地に集団 、

設 ~o-#-r~主L、ふ妊

状に発生し〈第V図〉、傾斜地には散状に点々 10 

と発生している〈第VI図〉。腐朽木はからまっ 初
¥ 竺竺誤

がその大部分を占めあかまつには本病に昂る や

60 

被害は極〈僅であるロ
so 

事

以上正調査地の状況を綿括してみるに被害 40 

30 

木は凹地に多く傾斜地には点々散状に発生し
20 

ているD これは凹地はからまつの成育に悪 10 

一一一一 -~c~~一日
く、叉冬期間中積雪下に於て野鼠の喰害を受

10 15 20 5!S 30 31> 40 4S 即時 60
患者! ((1吋 ~ 

け易き状態にある為と恩はれる口

文あかまっとからまつの本病に翻する催病

率をみるに該調査地区内に於てはからまつの 主I 11.株祇弘M え

方があかまつより大である白

ぺ#¥¥
次に時間へ小班内の情状皆伐区内に五箇 J0

1 
:0-〆 れ

Wr /ク'¥.¥
所 0.25ha宛調査地を選定し直径、年輪数、 | 〆 ペ

t / ___ "，/'- ..~一

平均年輪巾の各々と腐桁木本数との関係を調 Lー1M 11rL  dr 制 止 古す??=tiF-:'w-
i重~毛 (("~)γ

査したが、直径と腐朽木本数との潤係は第4

表第四図に示す如く顕著な結果を示していな

し、。

年輪数と腐朽木本数との関係は〈第5表第

四図〉年論数大なる程腐朽木本数大で年輪数

小なる程健全木本数大なる傾向を示してい

る。これは幼令木には本病による被告率比較的小で老令木になるに従ひ、その被害率大となる事を示し

ている。

( 20 ) 



図

γーーマト。__~'て-77すママ"に，-一

大"".、¥:¥;040γ 山へ
¥¥ο¥  

γ@ ム¥o o d¥3 。¥

¥f¥口氏。、
。

⑨ 

¥ 

¥ 

o .'， ¥.0 
0， '¥ 
¥ ¥ 0 

①'¥. 

7_一一一一 ¥. 0 、 O ① 
<C(.n_且吐 一-、¥ ー¥
o 19 '，~l人下 〓 0."， O. ¥ 0 

朽往~ 0"¥品。¥
04判0-イ59川C口m花 . 9 (:TII.いμ，:"， "" 甲ヘ¥. 0 ¥ 

Oω…一t刊o、 9cn. ~ _ 0ハ¥οo \~ G 
@ γ 今村「いA一日日吋叫s

、三 o ¥ ~ 
日m ⑤ ¥ 0 ¥ 

E 

口 。

。

第

畠

¥ $ @ 

よ""""⑨
¥手

。

図

( 21 ) 

@ 

③ 

@ 

。

@ 

@ 

@ 

@ 

0
 

0
 

密

@
 

⑨
 

o

r

 
i
I
l
l
i
t
-
-
i
l
i
t
t
l
e
-
t
t
1
i
t
i

、1

0

‘it
 

}
t
i
l
l
、i
t
o

3
 

0
 

0
 

@ 

@ 

e 
o 

@ 。
む

C 

。
(司

百第



第 V 図

第 VI 図
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第 4表腐朽木本数と直径階との関係

6林班へ小型E内館 1調査区

調査木本数 4 20 29 30 44 31 13 3 1 

カ健全木 4 13 13 11 21 13 5 0 1 

ラ 被皆木陸同h塑主+ 4 マ 3 2 3 12 6 3 

ラ， I7kl ~民t I 7 16 19 23 18 8 3 

第 2調査区

直径階18~1O……ー 20，...，_.22 23---25 初~28 2ω1払恒三す[1'
調査木本数 2 5 17 29 31 25 15 7 I 

第 3調査区

富径岡山o11--13 1い 617--19ル 22ル 25ル 2829，...__31払 3435~371 計 i
l調査木本劉 1 17 29 36 37 却 32 15 5 1 1 

.健全刻 8 立1 20 15 20 17 .7 2 1 

三I-Zlhl初矧 5 7 7 18 13 8 s 2 関

与|省吾1_1 4 11 9 4 7 7 2 1 46 

~I木|計. I 1 9 18 16 22 20 15 8 3 1.1 
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第刊図直径と腐朽木本数との関係
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第 5衰 年輪数と腐朽木木数との関係

6林班:へ班内第 1調査区

年輪数!日~引い9 却~幻2~23山5 26~27 28~29 30~31山334~353日企担-411 計目
健全木 I 3 3 2 6 10 9 11 18 15 3 1 181 

五戸司-- 2 1 4 9 10 14 10 9 6 165 
E ミI 1 1  2 134  7 63  I 28 
害戸主|

木|計 1 13  3 5 12 14 21 16 12' 6 I 93 

合計 I 0 3 4 5 .9 15 2125 39 31 15 7 ーム
1本調査不能

第 2調査区

年輪数 11ω7ト 1920，，，一2幻幻2幻12払 2お32ω5部~釘別払却別恥31払路別34--3お制5臼3ω7伽 3卸940"-'411計
健全木|

叩 i初期|

告障会|
木，-~.I 1 1 1 2 7 19 24 12 5 寸瓦
合計|
一|一一一一一一 112 O 日 〕叫ん，5 l~~~ 
13本調査不能

第 3調査区

年輪教 11)---17 18"，19 20~-21 22"戸2324~25 2G-27 28---29 30--3132--38 34~35 36，，-，37 3!:1-39 40-.41・・・48
一一一 一一一←一一

健全木 1 1 2 4 り削 4 9 28 22 18 7 1 ， 99 

叩主木 完初計期全 111425911312181 四163084 35 | 3 2 4 6 4 11 6 2 

11444411132427101  1i 

合計 1 2 1 (j 8 s 8 20 41 45 45 17 1 
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第四図年輪数と腐朽木本数との関係
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平均年輪幅主腐朽木本数との関係第 6表

孟よ口ι!

第 1調査区6林班へ小組内

計12 11 10 9 8 7 6 5 4 3m?n 

4 13 4 '81 1 14 29 16 

3 15 17 24 4 2 

平均年輪巾

健全木

|被|初期

害

木
28 1 2 

2 

2 

6 

4 

19 

10 

27 

7 

31 

完全 1_ 2 

百三
6 2 

3 33 56 47 19 6 

1本調査不能

第 2調査区

平均年輪巾 3甘t?Jt 4 6 6 7 8 9 10 11 12 
|計!

健全木 1 9 12 13 8 3 

被
初期

5 1() 13 12 5 

主ι=怠3 完全 1 3 5 5 7 21 

木 計-
5 72 1 8 21 18 19 

{ 

ムロ 計 2 17 33 31 27 8 
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第 3調査区

平均年輪巾 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 

健全木 1 16 、 21 21 25 12 2 1 

被
初期 7 21 23 6 7 1 1 

主E二怠コ 'フ==ロP三ノ五九 1 9 7 6 9 3 3 38 
木 計

10 4 1 1 16 28 29 15 

メ口志、 計- 2 32 49 50 40 22 6 1 1 

10本調査不能

第IV図平均年輪巾と腐符木本数との関係
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叉平均年輪巾と腐朽木本数との関係は第6表第眼図に5Nす如く、平均年輪巾小なる程腐朽木本

数割合大で、平均年輪巾女なる程健全木本数割合大なる事を示しているD これは成育不良木に本

菌に依る被害が大なる事を示しているD 街伐採前の該小班内の風折風倒木の%は8%前後で、 l既

に此の程度の被害の現れている箇所ではその被害可成り進行しているものと思はれ~o

次に上記誤査区の陪当り腐朽木百分率を第7表に取まとめた。腐朽木本数可成り大であるがこ

れには肉眼で判定L得るものは皆取扱った為その数大となった。

第 7表 F百当り腐朽木百分率

林小班 樹種別 総調 査本 数木 腐 本ラ 木 締腐朽本木数9に6劃する

相]塑30l完全708|合主80 1 
アカカラマヅ 473 6 17.0 0 12，そ h マヅ

アカマヅ
3839 7 
。 。 。

l' 2，ゐ， カラマヅ 54 99 153 

叩田6心67 i | 
アカマヅ l(}s 1 

69 2 6108 、
2 0，し、， カラマヅ 330 lu 

6.へ1 カラマヅ 700 250 116 376 

6・へ 2 カラ寸';;J 524 204 104 308 58.8 

6.へ3 カラマラF 852 264 188 452 53.5 

以上現在超に調査した結果であるが今後街本調査を縫l讃して行く諜定であるから御ひ判を仰ぎ

何分の相i指導を争v願ひする次第である。
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